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国際法協会日本支部会員各位： 

社団法人 国際法協会日本支部 
会長 小田滋 

2006 年度研究大会及び総会等のご案内 

拝 啓 
 時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 さて、2006年度研究大会及び総会等を下記の通り開催いたしますので、ご案内申し上げます。 
  お手数ですが、ご出席の有無を同封の返信用葉書にて３月２０日までにお知らせください。総会に 
ご欠席の場合には、委任状をご提出下さいますようお願い申し上げます。 
 なお、一般会員の方の 2006年度会費は、ご指定頂いたお口座から 7月 20日に自動振替(9000円)され
ますので、よろしくお願い申しあげます。 
維持会員(法人及び法律事務所)の方々につきましては、4月以降、別途、会費のご請求をさせていただ
きます。                                       敬 具 

記 
１．日 時： 2006年 4月 15日（土曜日）11:00より 17:50まで
 
２．場 所： 東京大学（本郷キャンパス）山上会館 ２階大会議室 
             東京都文京区本郷 7-3-1   電話 03(3818)3008（会場直通） 
    地図 http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_00_02_j.html を参照 
 
３．研究大会次第： 
統一テーマ：「国際環境法の履行確保 ― 気候変動を素材として」 

11:00-12:00  午前の部     座長：岩澤雄司・東京大学教授 

・「国際環境法の履行確保：総論的考察」  村瀬信也・上智大学教授 
12:00-13:45  昼食 (付近のレストランでお取り下さい) 

理事会(事務局で昼食を用意します。2000 円を申し受けます) 

13:45-14:15  総会 

14:15-17:50  午後の部   座長：田中則夫・龍谷大学教授 

 14:15-16:15   報告   

      ・「京都議定書をめぐる現状と問題点」  西村六善・外務省地球環境問題担当大使 

       ・「京都議定書の遵守確保メカニズムとその課題」 高村ゆかり・龍谷大学教授 
      ・「排出権取引制度の法実務」      太田穣・慶応大学教授、弁護士 

      ・「京都議定書の国内的履行と法整備」  澤昭裕・東京大学教授 

 16:15-16:30  コーヒーブレイク 

 16:30-17:50  質疑応答 

18:00-20:00  懇親会（山上会館地階「御殿」 会費 5000 円） 

 
４．総会の議題： 

(1) 2005年度事業報告及び同年度決算案の件 
 (2) 2006年度事業計画及び同年度予算案の件 
    (3) 理事及び監事の選任の件 
 (4) その他 
 
なお、個人情報保護との関係で、個人会員の住所等の Japanese Annual of International Law への掲載
は今回（４８号(2005)）より控えさせていただきます。今後は数年毎に名簿を作成して研究大会の際に配
布する予定です。そのための基礎情報となりますので、同封葉書には各項目をご記入の上、ご返送下さ

いますようご協力をお願いいたします。 
第７２回世界大会は、６月４日から８日までトロントで開催されます。詳しくは、http://www.ila2006.org/ 

をご覧下さい。参加予定の会員の方は、日本支部事務局ila@j.u-tokyo.ac.jpにご一報下されば幸いです。 
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